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警戒レベル 避難行動等 避難情報等

警戒レベル5 既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

災害発生状況※2

※2  災害が実際に発生していることを把
握した場合に、可能な範囲で発令

〔市町村が発令〕

警戒レベル4
全員避難

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内のより
安全な場所に避難しましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）※3

※3  地域の状況に応じて緊急的又は重ね
て避難を促す場合等に発令

〔市町村が発令〕

警戒レベル3
高齢者等は避難

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害の 
ある方、乳幼児等）とその支援者は避難をし
ましょう。その他の人は、避難の準備を整え
ましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始
〔市町村が発令〕

警戒レベル2 避難に備え、ハザードマップ等により、自ら
の避難行動を確認しましょう。

洪水注意報
大雨注意報等
〔気象庁が発表〕

警戒レベル1 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報
〔気象庁が発表〕

※１ 各種の情報は、警戒レベル１―５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

避
難
情
報
に

「
警・
・
・
・
・

戒
レ
ベ
ル
」を

使
用
し
ま
す

　

昨
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
で
甚
大
な
被
害

が
生
じ
た
こ
と
を
受
け
、
避
難
対
策
の
強
化

を
図
る
た
め
、
平
成
31
年
3
月
29
日
に
内
閣

府
が
作
成
す
る
「
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
定
さ
れ
、
「
警
戒
レ
ベ

ル
」
に
よ
り
避
難
情
報
を
発
令
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
は
、
住
民
等
が
避
難
を

開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
確
に
、
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
警
戒
レ
ベ

ル
と
住
民
等
が
と
る
べ
き
行
動
は
上
記
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
導
入
以
外
の
主
な
変
更
点
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
避
難
勧
告
」
は
避
難

で
き
る
方
は
避
難
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
、
「
避
難
指
示
（
緊
急
）
」
は
速
や

か
に
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
変
更
に
よ
り
、

「
避
難
勧
告
」
で
全
員
が
速
や
か
に
避
難
行

動
を
と
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

「
避
難
指
示
（
緊
急
）
」
は
住
民
の
み
な
さ

ん
に
緊
急
的
ま
た
は
重
ね
て
避
難
を
促
す
場

合
の
み
に
発
令
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

「
避
難
勧
告
」
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
速
や

か
に
避
難
所
等
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

雨
・
風
な
ど
の
気
象
状
況
や
夜
間
な
ど
、
家

か
ら
外
出
す
る
こ
と
が
危
険
を
伴
う
場
合
は

無
理
を
せ
ず
、
自
宅
や
隣
近
所
の
頑
丈
な
建

物
の
2
階
な
ど
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
の
特
集
は
、
出
水
期
（
※
１
）
に
備

え
て
防
災
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
新
し
く
な

っ
た
避
難
情
報
の
内
容
や
、
い
ざ
と
い
う
時

の
備
え
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
頃
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
災
害
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

相
楽
東
部
地
域
に
も
土
砂
災
害
警
戒
区
域

や
浸
水
想
定
区
域
な
ど
多
く
の
危
険
区
域
が

あ
り
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
意
識
を
高
め
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

※
１ 　

出
水
期
と
は
、
梅
雨
や
集
中
豪
雨
、
台
風

な
ど
で
降
水
量
が
多
く
、
洪
水
が
起
き
や
す

い
時
期
を
指
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期
は
、

土
砂
災
害
も
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　
　

 　

木
津
川
上
流
域
で
は
６
月
15
日
か
ら
10
月

15
日
ま
で
の
期
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特集
◆

News

災
害
に

�
備
え
て

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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非常用持ち出し品の準備はできていますか？
　災害が発生したときには、電気やガス・水道・通信などのライフラインが止まってしまう可能性があり
ます。ライフラインが止まっても自力で生活できるよう、普段から飲料水や非常食などを備蓄しておくこ
とが大事です。また、自宅が被災したときは、安全な場所に避難し、そこで避難生活を送ることになりま
す。避難所生活に必要なもの（非常用持ち出し品）をリュックサックなどに詰めておき、いつでもすぐに
持ち出せるように備えておきましょう。
　以下に主な品目を列挙しますので、参考にしてください。

非常用持ち出し品の内容の例

飲料水

マスク
軍手

衣類下着 毛布、タオル
携帯ラジオ・
予備電池

携帯電話の
充電器 使い捨てカイロ ウェットティッシュ 携帯トイレ洗面用具

懐中電灯

ヘルメット、
防災ずきん

食料品
カップめん・缶詰・

ビスケット・チョコレートなど（ ）
貴重品

預金通帳・印鑑・現金・
健康保険証など（ ）

※ 乳児のいるご家
庭は、ミルク・紙
おむつ・ほ乳び
んなども用意し
ておきましょう。

３町村避難場所一覧
　災害時に慌てなくて済むようにするために、以下の一覧を参考にして自宅や勤務地付近の避難場所と安全な避難
経路を確認しましょう。

笠置町・和束町・南山城村避難場所一覧
笠　置　町

施設名等 電話番号
笠置小学校 0743・95・2046
笠置会館 0743・95・2140
切山総合センター ―
西部区集会所 ―
東部区集会所 ―
飛鳥路区集会所 0743・95・2229
産業振興会館 0743・95・2880
笠置保育所 0743・95・2942
老人福祉センター 0743・95・2750
笠置児童館 0743・95・2944
南部公民館 0743・95・2356
北部公民館 0743・95・2352
つむぎてらす 0743・95・2107

和　束　町
施設名等 電話番号

和束小学校 0774・78・2072
和束中学校 0774・78・2012
和束運動公園グラウンド ―
和束町体験交流センター 0774・78・4335
和束保育園 0774・78・2156
和束町社会福祉センター 0774・78・3312
和束町人権ふれあいセンター 0774・78・3488
和束B&G海洋センター 0774・78・2977
和束町老人福祉センター 0774・78・2826
白栖区公民館 0774・78・3395
中・五の瀬集会所 0774・78・2072
グリンティ和束 ―

南山城村
施設名等 電話番号

高尾公民館 0743・94・0440
高尾生涯学習センター ―
農業者トレーニングセンター 0743・94・0635
田山生涯学習センター ―
今山公民館 0743・93・0500
笠置中学校 0743・93・0326
南山城小学校 0743・93・3730
奥田公民館 0743・93・0528
押原コミュニティセンター 0743・93・0007
本郷コミュニティセンター 0743・93・0880
南山城村第３グラウンド ―
南大河原会館 0743・93・0008
野殿公民館 0743・93・0018
童仙房公民館 0743・93・0016
童仙房生涯学習センター ―
月ヶ瀬NT集会所 0743・93・0804
保健福祉センター 0743・93・0294
南山城村文化会館やまなみホール 0743・93・0560
南山城村役場 0743・93・0101
南山城村自然の家 0743・94・0100

※ 災害の状況により開設する避
難場所は異なります。

　 避難情報により確認をお願い
いたします 
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笠
置
町
さ
ざ
な
み
会

～
健
康
で
明
る
く
豊
か
な

町
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
～ 

 

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
食
生
活
の
改
善
や
運
動
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
普
及

な
ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
『
笠
置
町

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
』
の
み
な
さ
ん
。

　

活
動
開
始
か
ら
32
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
今
年
、
名
称
を
新

た
に
『
笠
置
町
さ
ざ
な
み
会
』
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
食
を
軸
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
「
健
康
づ
く
り
の
輪
」
を
広
め
て
い
か
れ
る
こ

と
を
ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

南
山
城
村
の
お
茶

日
本
一
を
目
指
し
て

　

５
月
２
日
（
木
）～
13
日
（
月
）
に
か
け
て
、
村
内
の
お

茶
の
生
産
者
が
全
国
・
関
西
・
京
都
府
茶
品
評
会
に
向
け
た

煎
茶
製
造
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
今
年
、
村
で
は
13
点
の
出

品
茶
の
製
造
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
る
７
月
９
日
（
火
）・
10
日
（
水
）
に
、
京
都
府
茶

品
評
会
に
お
い
て
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
８
月
６
日

（
火
）～
８
日
（
木
）
に
は
関
西
茶
品
評
会
の
審
査
が
京
都

府
城
陽
市
で
、
８
月
27
日
（
火
）
～
30
日
（
金
）
に
は
全
国

茶
品
評
会
の
審
査
が
愛
知
県
西
尾
市
で
開
か
れ
、
「
お
茶
の

形
や
色
・
香
・
味
」
の
各
項
目
に
よ
り
順
位
を
競
い
ま
す
。

各
種
品
評
会
で
の
成
績
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

本
年
度
の
出
品
茶
の
摘
採
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

和
束
茶
フ
ェ
ア

～
和
束
町
と
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

�

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
～

　

今
年
も
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
、
５
月
１
日

（
水
）
～
６
月
30
日
（
日
）
ま
で
和
束
茶
フ
ェ
ア
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
「
和
束
茶
」
を
使
い
、
各
店
趣
向
を
凝
ら
し
た

メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し
て
お
り
ま
す
。
ラ
ン
チ
・
デ
ィ
ナ
ー
・

デ
ザ
ー
ト
と
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
期
間
中
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
５
月
３
日

（
金
）
～
５
日
（
日
）
に
は
、
ロ
ビ
ー
に
て
新
茶
の
振
る
舞

い
や
販
売
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
３
日
間
で
大
勢
の
方
が
来

場
さ
れ
、
摘
み
た
て
の
新
茶
の
味
と
香
り
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
水
出
し
煎
茶
や
氷
出
し
煎
茶
も
振
る
舞
わ
れ
、

淹
れ
方
で
こ
ん
な
に
味
が
変
わ
る
の
か
と
来
場
者
の
方
々
も

驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
茶
茶
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
、
和
束
町
の
Ｐ
Ｒ
を
お

こ
な
い
、
観
光
客
や
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

まち＊むらの 話題

和
束
町

南
山
城
村

笠
置
町

今年もたくさんの摘み子さんにご協力いただきました

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
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コ
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5
月
９
日
（
木
）
、
３
月
末
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
笠
置
町
役
場
、
和
束
町
役

場
、
南
山
城
村
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
永
年
、

行
政
相
談
委
員
と
し
て
ご
尽
力
・
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
こ
と
に

対
す
る
総
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
、
京
都
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
廣
田
所
長
か
ら
籔
下
文
子
委
員
（
笠
置
町
）
、
松

石
三
重
子
委
員
（
和
束
町
）
、
中
下
洋
子
委
員
（
南
山
城
村
）

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
感
謝
状
贈
呈
式

　

今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
笠
置
町
の
相
談
委
員
の
籔
下
さ
ん
は

約
2
年
間
地
域
の
相
談
窓
口
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
は
新
し
い
行
政
相
談
委
員
の
北
川
一
美
さ
ん
に
お
世

話
に
な
り
ま
す
。

　

和
束
町
の
相
談
委
員
の
松
石
三
重
子
さ
ん
は
、
23
年
間
相
談

業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
の
相
談
委
員
の
中
下
さ
ん
は
８
年
間
相
談
業
務
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
新
し
い
行
政
相
談
委
員

の
森
嶋
徹
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
地
域
で
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

笠
置
町
で
は
月
に
一
度
、
南
山
城
村
で
は
偶
数
月
に
行
政
相

談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
が
あ
る
方
は
、
広
報
れ
ん
け
い

の
お
し
ら
せ
ペ
ー
ジ
で
日
程
を
ご
確
認
の
う
え
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

まち＊むらの 話題

３　

町　

村

左から、廣田所長・森嶋徹委員・中下洋子委員（南山城村）

松石三重子委員（和束町）

北川一美委員、籔下文子委員（笠置町）
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３
町
村
各
保
育
園
（
所
）
で
は
こ
の
春
、
遠
足
に
で

か
け
ま
し
た
。

　

笠
置
保
育
所
で
は
５
月
17
日
（
金
）
、
宇
治
市
植
物

公
園
に
い
き
ま
し
た
。
バ
ナ
ナ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
、

温
室
な
ら
で
は
の
植
物
を
見
つ
け
て
大
喜
び
の
子
ど
も

た
ち
で
し
た
。

　

「
は
や
く
た
べ
た
い
！
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
た

お
弁
当
タ
イ
ム
。
「
み
て
み
て
、
○
○
が
は
い
っ
て

る
！
」
と
、
友
だ
ち
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
食

べ
て
い
ま
し
た
。
お
弁
当
の
後
は
、
散
策
を
し
た
り
鬼

ご
っ
こ
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

　

和
束
保
育
園
で
は
５
月
10
日
（
金
）
、
春
の
遠
足
に

出
か
け
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
乳
児
は
園
周
辺
に
行
き
、
途
中
で
お
や

つ
を
食
べ
、
い
つ
も
の
散
歩
と
は
違
う
雰
囲
気
を
楽
し

み
ま
し
た
。
た
ん
ぽ
ぽ
を
摘
ん
だ
り
、
て
ん
と
う
虫
を

見
つ
け
た
り
、
春
を
た
く
さ
ん
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

幼
児
は
児
童
公
園
に
出
か
け
、
遊
具
で
た
く
さ
ん
遊

び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
き
い
き
こ
ど
も
館
で
楽
し
み

に
し
て
い
た
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

そ
う
に
友
達
や
保
育
士
に
「
お
べ
ん
と
う
み
て
！
」
と

自
分
の
お
弁
当
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
園
に
帰
る
途
中

も
「
た
の
し
か
っ
た
な
ぁ
。
ま
た
い
き
た
い
な
ぁ
。
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
春
の
遠
足
に

な
り
ま
し
た
。

　

南
山
城
保
育
園
で
は
４
月
23
日
（
火
）
、
大
河
原
小

橋
か
ら
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
ま
で
木
津
川
沿
い
を
散
策
し

た
り
、
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
駐
車
場
横
の
桜
の
お
花
見
を

し
た
り
し
て
、
春
の
遠
足
を
楽
し
み
ま
し
た
。

まち＊むらの 話題

3
町
村

3
町
村
保
育
園（
所
）春
の
遠
足

行 政 A d m i n i s t r a t i o n

　笠置町・和束町・南山城村及び相楽東部広域連合では情報公開条例により、公文書の公開等をおこなっています。
また、個人情報保護条例により、本人の請求に応じて、実施機関の保有する個人情報の開示や訂正等をおこなって
います。平成30年度の各制度の運用状況は、次のとおりです。

◦情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成30年度）

笠置町 和束町 南山城村 連　合

１．情報公開制度の運用 個人 法人 個人 法人 個人 法人 個人 法人

（１）公文書の公開請求にかかるもの

請求件数 5 0 3 3 6 0 0 0

公
開
状
況

全部公開 2 0 3 3 1 0 0 0

一部公開 3 0 0 0 5 0 0 0

却　　下 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）不服申立にかかるもの 申立件数 0 0 0 0 0 0 0 0

２．個人情報保護制度の運用

（１）保有個人情報の開示請求にかかるもの 請求件数 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）保有個人情報の訂正又は利用停止請求にかかるもの 請求件数 0 0 0 0 0 0 0 0

※制度運用については、現在お住まいの町村総務課までお問合せください。

情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成30年度）

和束町中区公民館で記念撮影（和束保育園）河川敷で記念撮影（南山城保育園） 宇治市植物公園で記念撮影（笠置保育所）

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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　４月15日（月）、相楽東部広域連合教育委員会の新しいALT（外国語指導
助手）として、クラーク・ボードリーさんが来日しました。クラークさんは「子
どもたちが英語をしっかり身に付けるように頑張ります。」と意欲満々です。
　これから子どもたちの英語活動の支援を中心として、自国の文化や日本と
の違いなど様々なことを教えてもらいたいと思います。

配属校 笠置中学校・笠置小学校・南山城小学校
名 前 ボードリー・クラーク・クリストファー・ジョセフ　Boudrie Clark Christopher Joseph
生年月日 1997年４月２日 出 身 地 アメリカ　アリゾナ州
趣 味 ハイキング・音楽 好きなスポーツ 陸上
好 き な 日 本 食 うどん
日本で行ってみたい所 東京・広島
日本で興味・関心があること テレビ番組
笠置・和束・南山城の印象 自然にあふれていてすっきりします!
ひ と こ と 日本語の勉強も教師の仕事もがんばります!

小学校・中学校（道徳を除く）
教科書見本展示会
　令和２年度小学校・中学校（「特別
の教科 道徳」を除く）で使用する教科
書を採択するにあたり、教育委員会で
は、住民のみなさんからご意見をいた
だき、教科書を選ぶ上での参考とする
ため、採択の候補となっている教科書
展示会を右記のとおり開きますのでお
しらせします。
　なお、各展示会場には、アンケート
用紙を準備していますので、教科書に
関するご意見などをお寄せください。

【巡回展示会】小学校教科書見本
展 示 会 場 名 展　示　期　間 展 示 時 間
笠 置 小 学 校 ６月 ３日（月）～６月 ７日（金）

午前９時～午後４時南山城小学校 ６月10日（月）～６月14日（金）
和 束 小 学 校 ６月17日（月）～６月21日（金）

和束町体験交流センター ６月24日（月）～６月28日（金）
【巡回展示会】中学校教科書見本（特別の教科 道徳除く）

展 示 会 場 名 展　示　期　間 展 示 時 間
笠 置 中 学 校 ６月10日（月）～６月14日（金）

午前９時～午後４時和 束 中 学 校 ６月17日（月）～６月21日（金）
和束町体験交流センター ６月24日（月）～６月28日（金）

【法定展示会】
展示会場名 展　示　期　間 展 示 時 間

山城教科書センター ６月14日（金）～７月 ３日（水）午前８時30分～午後7時
※　各会場とも土曜日、日曜日を除きます。
※　山城教科書センターは、京都府山城教育局内にあります。
問合せ　教育委員会学校教育課　☎ 0774・78・4335

教 育

笠
置
町・和
束
町・南
山
城
村

3
町
村
地
域
交
流
事
業

宵
待
ち
隣
町
の
宵
涼
み
会

日　

時　

７
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

◦
宵
涼
み
広
場

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
５
時
30
分

　
　
　
　

◦
宵
涼
み
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
～
８
時

場　

所　

笠
置
い
こ
い
の
館

　
　
　
　

屋
外
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

主　

催　

相
楽
東
部
広
域
連
合
社
会
教
育
委
員
会
議

　
　
　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

★
遊
び
コ
ー
ナ
ー　
　

 

★
体
験
コ
ー
ナ
ー

★
京
の
七
夕
コ
ー
ナ
ー 

★
味
力
コ
ー
ナ
ー

★
展
示
コ
ー
ナ
ー

宵
涼
み
広
場

★
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ　

★
コ
ー
ラ
ス

★
フ
ラ
ダ
ン
ス　
　

★
江
州
音
頭

★
大
正
琴　
　
　
　

★
弾
き
語
り　

な
ど

宵
涼
み
ス
テ
ー
ジ

※ 

詳
し
く
は
、各
戸
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

みなさん
よろしく!

クラーク
です!!

『大人の英会話教室』●南山城村教室
実施日　６月３日（月）・17日（月） 時　間　午後７時30分～８時30分
場　所　南山城村文化会館（やまなみホール） 講　師　クラーク先生
問合せ　教育委員会　☎0743・93・0580（南山城村分室）　☎0743・95・2726（笠置町分室）

広報れんけい５月号掲載記事の追加・訂正とお詫び
　広報れんけい５月号の９ページに掲載した「教育委員会事務局職員の異
動」及び「平成31年度離・着任式」の記事で、抜け落ち・誤りがありました
ので、右記のとおり追加・訂正させていただきます。住民のみなさまには大
変ご迷惑をおかけして、申し訳ございませんでした。

追　加  教育委員会事務局職員の異動
 生涯学習課生涯学習係長　増田　晋吾（生涯学習課主査）
訂　正  平成31年度離・着任式
� ◇前任の学校名に誤り�【笠置小学校】教諭　芝原　佑記（松井ケ丘小学校 教諭）
 ◇氏名に誤り� 【笠置中学校】教頭　齋藤　昌宏（田辺東小学校）
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相楽連合むつみ会
2019年度 ひとり親家庭いきいきふれあい事業
 『赤レンガパークと海軍ゆかりの港めぐり遊覧船』
日　時　８月24日（土）
集　合　【笠 置 町】午前６時45分 いこいの館駐車場
　　　　【和 束 町】午前７時 和束町役場駐車場（予定）

　　　　【南山城村】午前６時30分 道の駅 お茶の京都みなみやましろ村駐車場
帰着予定　午後６時30分（各町村及び交通事情により変わる場合があります。）
参加費　大人（中学生以上）2,500円 ／ 小学生1,200円 ／ 幼児700円
　　　　※こどもだけの参加はできません。参加費は当日徴収します。
申込み先　相楽連合むつみ会　  ikiikisanka@gmail.com
　　　　　　　　　　　　　　 080・3859・8678
　　　　※メールでの申込みは、申込み内容をすべて記載必要（添付は不可）
申込締切　 ６月30日（日）　申込み多数の場合は抽選になります。抽選時は申込者に連絡します。

京都山城総合医療センター
がん相談支援センターのご案内
　がんの診断から治療中、その後の生活について、看護
師・社会福祉士がご本人・ご家族の不安に寄り添い、支
援いたします。
対　象　 がん患者とそのご家族（院内・院外問いません）
料　金　無料
問合せ　 京都山城総合医療センター　がん相談支援セ

ンター　担当：中嶋・大野
　　　　 ☎0774・72・0235
　　　　 （土・日曜日・祝日を除く午前８時30分～午後５時

15分）
その他　 　来院いただいてのご相談も可能です。１階医

療相談窓口にお声かけください。

◦相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～
午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療セ
ンターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
７月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
７月７日（日） 内科
７月14日（日） 内科
７月15日（月・祝） 内科
７月21日（日） 内科･小児科
７月28日（日） 内科･小児科

※ ６月分については広報れんけい５月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
☎0774・73・9988（直通）

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
S
T
O
P
！ 

大
麻
！

　

大
麻
は
成
長
期
の
青
少
年
の
脳
に
悪
影
響
を
与
え
、
脳

の
正
常
な
成
長
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
よ
り
依
存

性
が
強
く
有
害
で
す
。

　
　
◎
タ
バ
コ
よ
り
依
存
性
が
強
い

　
　
◎
精
神
へ
の
強
い
毒
性
が
あ
る

　
　
◎
脳
の
成
長
を
妨
げ
る

　
　
◎
記
憶
障
害
や
大
麻
精
神
病
を
引
き
起
こ
す

　
　
◎
あ
な
た
の
人
生
を
破
滅
さ
せ
る

　

傷
つ
い
た
脳
は
一
生
、
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
正
し
い
知
識
と
断
る
勇
気
で
す
。

◇ 

京
都
府
内
で
改
元
に
便
乗
し
た
特
殊
詐
欺
が
発
生
！
～
元

号
が
変
わ
る
こ
と
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
～

　

京
都
府
内
で
元
号
が
代
わ
り
、
今
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
が
使
用
で
き
な
く
な
る
の
で
、
使
え
な
く
な
る
カ
ー
ド

を
引
き
取
り
に
い
く
と
の
電
話
が
入
り
、
騙
さ
れ
て
カ
ー

ド
を
手
渡
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
A
T
M
で

現
金
を
引
き
出
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

番
号
非
通
知
の
電
話
は
拒
否
し
た
り
、
相
手
に
「
通
話

を
録
音
す
る
」
と
通
知
す
る
防
犯
機
能
付
電
話
機
を
利
用

す
る
な
ど
、
固
定
電
話
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
み
ん
な
の
力
で
テ
ロ
か
ら
京
都
を
守
ろ
う

　

多
く
の
観
光
客
や
各
国
の
要
人
が
来
日
す
る
６
月
の

G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
や
、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
な
ど
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
を

安
全
に
開
催
す
る
た
め
に
も
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
向
け

た
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
　
◎
不
審
者
を
見
か
け
た
と
き

　
　
◎
不
審
物
を
見
つ
け
た
と
き

　
　
◎「
何
か
お
か
し
い
」「
何
か
が
違
う
」と
感
じ
た
と
き

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

安心・安全

保健・福祉

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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in
fo
rm

ation

おしらせ

講
座

女
性
学
講
座

『
世
界
文
化
遺
産・姫
路
城
と

�
老
舗
杵
屋
の
和
菓
子
作
り
』

実
施
日　

６
月
25
日（
火
）　

乗
降
場
所
お
よ
び
時
間

　
　
　
　

南
山
城
村
文
化
会
館
駐
車
場

　
　
　
　
　

午
前
７
時
30
分　
　

　
　
　
　

和
束
小
学
校
下
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー　

　
　
　
　
　

午
前
８
時　

　
　
　
　

※ 

各
集
合
場
所
へ
は
出
発
の
５
分
前
に
は

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（ 

帰
着
は
午
後
６
時
～
６
時
30
分
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、交
通
事
情
に
よ
り
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

内　

容　

①
姫
路
城
見
学

　
　
　
　

②�

西
村
屋　

白
鷺
館
に
て
昼
食（
穴
子
の

三
段
弁
当
）

　
　
　
　

③�

杵
屋　

書
写
お
菓
子
の
里　

和
菓
子
手

作
り
体
験

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方（
高

校
生
不
可
）

参
加
費　

 

６
５
０
０
円（
入
場
料
＋
体
験
料
＋
昼
食
代

＋
参
加
費
）

申
込
期
間　

６
月
10
日（
月
）～
12
日（
水
）

　
　
　
　

※
お
１
人
に
つ
き
、１
件
の
申
込
み
に
限
る

定　

員　

先
着
25
人

　
　
　
　

※
参
加
者
に
は
後
日
詳
細
を
発
送
し
ま
す
。

納　

金　

６
月
17
日（
月
）～
18
日（
火
）

　
　
　
　

※ 

教
育
委
員
会
ま
た
は
各
分
室
に
て
事
前

に
徴
収
し
ま
す
の
で
、お
釣
の
な
い
よ

う
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

※ 

取
り
消
し
の
場
合
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が

発
生
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　
　
　

※
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

家
庭
教
育
事
業

『
メ
ン
ズ・キ
ッ
チ
ン
男
子
料
理
教
室
』

日　

時　

 

７
月
20
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す（
笠
置
町
隅
田
27
番
地
）

講　

師　

浦
井
紀
代
美
さ
ん（
栄
養
士
）

メ
ニ
ュ
ー　

 

か
き
あ
げ
う
ど
ん
。
サ
バ
の
煮
つ
け
・
だ

し
巻
き
卵
・
わ
ら
び
も
ち

参
加
費　

 

１
２
０
０
円（
材
料
費
）

　
　
　
　

※ 

当
日
徴
収
し
ま
す
。
な
お
、
キ
ャ
ン
セ

ル
の
場
合
に
お
い
て
も
、
材
料
費
を
徴

収
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
三
角
巾

（
今
回
お
米
は
不
要
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

７
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

　
　
　
　

※
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

ハ
ー
ブ
講
座
2
0
1
9 

定
期
開
催

　

ハ
ー
ブ
っ
て
何
? 

雑
草
？ 
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？ 

そ

の
よ
う
な
疑
間
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

美
容
に
健
康
に
、植
物
の
魅
力
を
取
り
入
れ
た
ハ
ー
ブ

生
活
を
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

毎
月
第
4
木
耀
日

　
　
　
　

午
前
の
部
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
の
部
７
時
～
8
時
30
分

場　

所　

 

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
和
束
1
階
研
修
室

受
講
料　

お
人
様
１
５
０
０
円

　
　
　
　

※ 

各
回
季
節
に
合
わ
せ
た
内
容
で
座
学
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
開
催

　
　
　
　

※
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
試
飲
ま
た
は
お
土
産
付

問
合
せ
・
申
込
み

　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ハ
ー
ブ
担
当　

田
内（
た
う
ち
）ま
で

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
73
・
３
３
９
６
（
代
表
）

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

６
月
13
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

６
月
３
日（
月
）・
17
日（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
８
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　
　
　
　
※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

第
３
回「
古
文
書
講
座
」

　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、和
束
町
の
歴
史
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と「
古
文
書
講
座
」を
開
い
て
い
ま
す
。今
回
は
、江

戸
時
代
に
和
束
か
ら
京
都
御
所
に
納
め
た
木
材
に
関
す
る

古
文
書
を
教
材
と
し
て
用
い
ま
す
。古
文
書
に
興
味
は
あ

る
が
、こ
れ
ま
で
機
会
が
な
か
っ
た
方
、こ
れ
か
ら
古
文
書

の
勉
強
を
始
め
て
み
た
い
方
な
ど
、初
心
者
の
方
に
お
す

す
め
で
す
。み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

６
月
26
日
（
水
）
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

 

和
束
が
江
戸
時
代
に
納
め
た
木
材

講　

師　

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室　

専
門
員

　
　
　
　

渡
邉
久
仁
太

募
集
人
員　

先
着
20
人

受
講
料　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

　
　
　
　

 

つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

　
　
　

（
☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５
）

催
し

 

『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』事
業（
和
束
町
）

　

和
束
町
図
書
室
で
は
今
年
度
か
ら
絵
本
を
通
じ
て
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、ま
た
絵
本
に
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』事
業
を
実

施
し
ま
す
。『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』事
業
で
は
親
子
の
ふ

れ
あ
い
と
絵
本
に
つ
い
て
の
お
話
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
お
こ
な
い
、絵
本
セ
ッ
ト
を
対
象
者
に
お
渡
し
し
ま
す
。

対　

象　

 

３
・
４
か
月
児
の
乳
児
健
診
の
対
象
と
な

る
乳
児
と
そ
の
保
護
者

実
施
日　

乳
児
健
診
日（
偶
数
月
、年
６
回
）

場　

所　

和
束
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
図
書
室

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
０
１
３

和
束
町
史
編
さ
ん
室

和
束
町「
写
真
展
示
」

日　

時　

６
月
11
日（
火
）～
21
日（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル　
　

テ
ー
マ　

 

昭
和
40
年
代
の
和
束
町
の
消
防
・
防
災
訓
練

内　

容　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
束
町
の

昔
の
写
真
を
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

 　

今
回
は
、昭
和
40
年
代
の
和
束
町
の
消
防・



10

防
災
訓
練
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。役
場
に

来
ら
れ
た
と
き
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

　
　
　
　

 
つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

　
　
　

（
☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５
）

和
束
町 

第
３
回 
自
然
観
察
会

日　

時　

 

６
月
９
日（
日
）午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
集
合　
　

　
　
　
　
（ 

雨
天
時
は
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
内
で
実
施
）

内　

容　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、本
年
度
も

自
然
観
察
会
を
開
き
ま
す
。３
回
目
と
な

る
今
回
は
、初
夏
の
和
束
町
内（
和
束
川
・

和
束
小
学
校
周
辺
等
）で
生
息
す
る
夏
鳥
・

田
ん
ぼ
の
生
き
物
・
身
近
な
野
草
等
を
観

察
す
る
予
定
で
す
。こ
の
機
会
に
和
束
に

は
ど
の
よ
う
な
生
き
物
が
い
る
の
か
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参
加
料　

無
料

対　

象　

 

小
学
生
未
満
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。

定　

員　

 

20
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

持
ち
物　

 　

屋
外
で
の
活
動
に
な
る
の
で
熱
中
症
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、双
眼
鏡・ル
ー

ペ
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

 

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課 

和
束
町
史
編
さ
ん
室

申
込
み　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

　
　
　
　

 

つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

　
　
　

（
☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５
）

第
69
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

相
楽
地
区
大
会

　

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
強
調
月
間
で

す
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
は
、犯
罪
や
非
行

を
防
止
し
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
運
動
で
、今
年
で
69
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

強
調
月
間
に
先
立
ち
、第
69
回「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」相
楽
地
区
大
会
が
６
月
15
日（
土
）、木
津
川

市
中
央
交
流
会
館（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）で
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。参
加
は
無
料
で
す
の
で
、多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月
15
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

場　

所　

 

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）

内　

容　

◇
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

　
　
　
　

◇ 

京
都
府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
文

　
　
　
　
　
（ 

京
都
保
護
観
察
所
長
賞
）の
朗
読『
社

会
を
明
る
く
す
る
手
紙 

』

　
　
　
　
　

 

木
津
川
市
立
梅
美
台
小
学
校
５
年
（
現

６
年
）
谷
口
あ
ず
み
さ
ん

　
　
　
　

◇ 

演
奏　

精
華
町
立
精
華
西
中
学
校
吹
奏
楽
部

主　

催　

 

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
相
楽
地

区
推
進
委
員
会

問
合
せ　

 

相
楽
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局（
相
楽
郡

広
域
事
務
組
合
事
務
局
）

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･

72
･
0
4
2
1

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
講
演
会

日　

時　

６
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
～

場　

所　

同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

演　

題　

 「
南
山
城
の
古
墳
時
代
ー
豪
族
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ー
」

講　

師　

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
長 

和
田
晴
吾
さ
ん

　
　
　
　

奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

　
　
　
　

鐘
方
正
樹
さ
ん

聴
講
料　

無
料　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
0
0
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･

86
･
5
1
9
9

　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
･

86
･
5
5
8
9

募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所

雇
用
形
態　

パ
ー
ト

勤
務
地　

笠
置
町

勤
務
時
間　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
（ 

曜
日
・
時
間
応
相
談
。週
１
日
、１
時
間
～
O
K
）

給　

与　

 

時
給
1
0
0
0
円
～
1
5
0
0
円
（
別
途

処
遇
改
善
加
算
手
当
支
給
）

待　

遇　

 

移
動
手
当
・
資
格
手
当
・
労
働
手
当
・メ
ン
タ
ル
手
当
等

年　

齢　

不
問

資　

格　

 

初
任
者
研
修
修
了
者（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）以

上
、普
通
自
動
車
運
転
免
許

　
　
　
　

◆ 

介
護
の
資
格
を
取
ら
れ
た
ば
か
り
の
方
、

経
験
の
な
い
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　
　
　
　

◆ 

自
信
が
持
て
る
ま
で
先
輩
ス
タ
ッ
フ
が

何
回
で
も
同
行
し
ま
す
の
で
安
心
で
す
。

　
　
　
　

◆ 

自
宅
か
ら
直
接
訪
問
先
へ
の
直
行
直
帰
O
K
！

　
　
　
　

◆ 

お
話
だ
け
聞
い
て
み
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
･

95
･
2
7
5
0

　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集（
笠
置
町
）

　

笠
置
町
全
域
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
笠
置
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｈ　

Ｐ　

https://w
w

w
.tow

n.kasagi.lg.jp/

わ
づ
か
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

臨
時
職
員
急
募

　
「
わ
づ
か
児
童
ク
ラ
ブ
」で
働
い
て
い
た
だ
け
る
指

導
員（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
と
は 

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い

な
い
小
学
生
を
預
か
り
、遊
び
を
主
と
す
る

生
活
指
導
や
余
暇
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

分

勤
務
時
間（
シ
フ
ト
制
）

　
　
　
　

 

月
曜
日
か
ら
金
曜

　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
～
６
時
30
分
ま
で
の
間
で
必

要
と
す
る
時
間

　
　
　
　

土
曜
日
及
び
学
校
休
業
日

　
　
　
　
　

 

午
前
８
時
～
午
後
６
時
30
分
ま
で
の
間

で
必
要
と
す
る
時
間

賃　

金　

時
給
９
０
０
円

勤
務
場
所　

わ
づ
か
児
童
ク
ラ
ブ（
和
束
小
学
校
内
）

資　

格　

 

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
で
児
童

育
成
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
方（
65
歳
未

満
で
、保
育
士
ま
た
は
教
諭
資
格
を
有
す

る
人
で
あ
れ
ば
大
歓
迎
）

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

※ 

臨
時
職
員
登
録
申
込
書
（
福
祉
課
ま
た

は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
　
　
　

※ 

履
歴
書（
市
販
の
も
の
に
住
所
・
氏
名
・

最
終
学
歴
・
職
歴
・
資
格
免
許
等
を
記
入

し
、写
真
を
貼
付
）

　
　
　
　

※ 

保
育
士
・
教
諭
資
格
等
を
有
す
る
方
は

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

問
合
せ　

和
束
町
福
祉
課
福
祉
係　

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
０
０
６
（
直
通
）

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

７
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

 

心
肺
蘇
生
法
、異
物
除
去
法
、止
血
法
及
び
自
動

体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法
な
ど

対
象
者　

 

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山

城
村
に
在
住
ま
た
は
勤
務
者
（
原
則
、
中

学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。
）

募
集
人
員　

先
着
30
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

６
月
３
日（
月
）か
ら
28
日（
金
）ま
で

　
　
　
　

 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部 

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

informationおしらせ

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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in
fo
rm

ation

おしらせ

相
談

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

６
月
18
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

 

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

６
月
３
日
（
月
）・
27
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

人
権
啓
発
課
（
和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談

（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前

予
約
は
６
月
19
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

６
月
11
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

６
月
19
日（
水
）

東
部
集
会
所

６
月
26
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

６
月
28
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

☎
0
7
4
3
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

６
月
19
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
月
21
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

６
月
28
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

 

６
月
25
日（
火
） 

　
　
　
　

 

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴

こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 　

お
電
話
ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
６
月
18
日

（
火
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。ご
予
約

の
際
、お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯

を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。申
込
み
が
多
い

場
合
は
、変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
―

０
２
１
４ 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

ＦＡＸ
０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

６
月
25
日（
火
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
ー

10

       　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料	

問
合
せ　
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　

ＦＡＸ 

０
７
７
４・
71
・
0
7
0
5

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

地震に備え今こそ！
耐震診断を受けましょう
　昨今、全国的に地震が多発しているなか、大地震が私た
ちの周辺でもいつ起こるかもわかりません。地震への備え
として、まずは住まいの耐震性がわかる耐震診断を受けま
しょう。

木造住宅耐震診断士派遣事業
　3,000円で耐震診断から耐震補強プランの提案まで
対　象　① 昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅
　　　　② 延べ床面積の２分の１以上を住宅として使

用しているもの
　　　　③ 簡易耐震診断の結果、倒壊の危険性が高いもの
費　用　個人負担3,000円
内　容　 　京都府登録の耐震診断士による耐震診断・

診断結果の説明・耐震改修の提案・概算工事
費の提示

募集戸数　※随時相談してください
申込締切　12月27日（金）まで

　耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高い」とされた場
合、住宅の耐震改修をお勧めします。最高100万円までの
補助制度もありますのでご相談ください。

問合せ・申込み
　　　　笠置町総務財政課　☎0743・95・2301（代表）
　　　　和束町総務課　　　☎0774・78・3001（直通）
　　　　南山城村建設水道課　☎0743・93・0106（直通）

そ
の
他

南
山
城
村
み
ら
い
応
援
寄
付
金

　

南
山
城
村
で
は
今
年
度
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

“
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
”
で
南
山
城
村
を
検
索
し

て
い
た
だ
く
か
、
役
場
窓
口
で
も
直
接
お
申
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。
地
元
の
産
品
を
生
か
し
た
魅
力
的
な

返
礼
品
を
多
数
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
村
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

な
お
総
務
省
の
通
知
に
よ
り
、村
内
在
住
の
方

へ
の
返
礼
品
は
対
象
外
と
な

り
、取
り
や
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

南
山
城
村
税
財
政
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
3
（
直
通
） ふるさとチョイスHP

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄付金基金」へ次のとおりご寄付をいただきました。（平成31年４月受付）
　氏　名：匿名様　　　住　所：相楽郡精華町　　　寄付金額：10,000円
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農村宿泊体験（農泊）6月の予定
　いよいよ今年度の大型農泊受入が始まりました。４月23日（火）～24日（水）、
石川県金沢市から、128人の子どもたちが和束町の36軒のご家庭で、田舎生活体
験を楽しみました。５月中旬からは、多いご家庭では毎週のように受入が続きます。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した「京都やましろ体験交流
協議会」では、子どもたちや海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る
「農泊」事業を進めています。
　子どもたちといっしょにごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家
族のように過ごしていただきます。少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、
笠置町・和束町・南山城村のみなさん！受入開始まで、事務局が全力でサポー
トいたします。お気軽にご連絡ください。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：下村・吉田
E-mail：info@chagenkyo.com

受入月日 国・地域 年代 人数 受入先

6月 6日（木） 兵庫県神戸市 中学生 227 笠置町・和束町・南山城村

6月12日（水） 東京都足立区 中学生 43 和束町

6月18日（火） 千葉県市川市 中学生 142 笠置町・和束町

　

高
血
圧
は
心
筋
梗
塞
や
心
不
全
・
脳

卒
中
・
腎
臓
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
が
、

血
圧
は
季
節
・
時
間
・
環
境
で
変
動
す

る
の
で
、
き
ち
ん
と
測
定
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

血
圧
測
定
は
今
か
ら
１
０
０
年
以
上

前
に
発
案
さ
れ
、
本
質
的
に
は
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
家
で
測
定
す
る

血
圧
は
診
察
室
で
の
血
圧
に
比
べ
、
情

報
量
が
多
く
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
へ

の
危
険
の
予
測
や
、
薬
の
効
果
判
定
に

よ
り
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
診
察
室
で
の
血
圧
は
白
衣
高

血
圧
や
仮
面
高
血
圧
な
ど
、
血
圧
が
本

当
よ
り
高
か
っ
た
り
、
低
か
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
測
定
法
で
す
が

動
脈
拍
動
の
あ
る
と
こ
ろ
に
カ
フ
（
腕

に
巻
く
バ
ン
ド
）
を
巻
き
ま
す
。
厚
手

の
シ
ャ
ツ
や
上
着
の
う
え
か
ら
巻
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
上
腕
や
手
首
、
指
な

ど
の
測
定
部
位
が
あ
り
ま
す
が
、
手
首

や
指
は
便
利
で
す
が
、
誤
差
が
あ
る
た

め
、
上
腕
が
薦
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
腕
に
カ
フ
を
巻
き
、
心
臓
の
高
さ

で
図
り
ま
す
。
一
般
的
に
利
き
腕
で
な

い
ほ
う
で
測
定
し
ま
す
が
、
左
右
差
が

あ
る
場
合
は
高
い
ほ
う
で
測
定
し
ま
す
。

20 

㎜Hg
以
上
差
が
あ
る
場
合
は
ど
ち
ら
か

の
血
管
の
狭
窄
が
あ
る
場
合
な
ど
が
あ

り
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

朝
と
夜
に
測
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
朝
は
起
床
後
１
時
間
以
内
・
排
尿

後
・
座
位
で
１
―

２
分
安
静
後
・
食
事

や
薬
剤
摂
取
前
が
薦
め
ら
れ
て
お
り
、

夜
は
入
浴
後
や
飲
酒
後
血
圧
が
下
が
る

の
で
す
が
、
そ
の
前
は
な
か
な
か
定
期

的
な
測
定
が
む
ず
か
し
い
の
で
、
寝
る

前
、
座
位
で
1
―

2
分
安
静
後
、
定
期

的
な
測
定
を
薦
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高

血
圧
の
人
は
夜
が
10
―

20 

㎜Hg
低
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

血
圧
は
変
動
す
る
も
の
な
の
で
、
で

き
る
限
り
長
期
間
、
週
３
―

５
日
測
定

す
る
こ
と
が
良
い
と
さ
れ
て
お
り
、
高

血
圧
症
で
な
い
方
も
週
一
回
や
月
一
回

定
期
的
に
測
定
す
る
こ
と
が
、
薦
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
条
件
な
ど
に
よ
り
値
は
変
わ

り
ま
す
が
、
一
般
的
に
収
縮
期
１
３
５

㎜Hg
・
拡
張
期
85 

㎜Hg
未
満
が
正
常
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

木
津
川
市 

松
森
内
科
医
院

松
森
篤
史

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
51 

家
庭
血
圧
を
測
定
し
ま
し
ょ
う

informationおしらせ

伊賀・山城南定住自立圏連携事業
伊賀市･笠置町･南山城村 救急・健康相談ダイヤル24 0120・4199・22
　 　心と体のさまざまな相談に24時間体制でお応えします。通話料・相談料は無料です。
◇ ご相談内容に応じてアドバイスいたします。場合によってはお名前と年齢を告げてください。
◇どこからでも伊賀市・笠置町・南山城村にお住まいのみなさんが無料（フリーダイヤル）でご相談できます。
◇ プライバシーは厳守されるシステムになっておりますので、安心してご相談ください。

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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Q
ラ
グ
ビ
―
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
よ
う
と
検
索
し
、

一
番
上
に
表
記
さ
れ
た
サ
イ
ト
を
公
式

サ
イ
ト
だ
と
思
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
を
申
込

み
、
約
13
万
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
決
済
し
た
。
と
こ
ろ
が
決
済
し
た
サ

イ
ト
は
転
売
仲
介
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
と

転
売
仲
介
サ
イ
ト
で
購
入
し
た
も
の
は

無
効
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
支
払
い
た

く
な
い
が
海
外
サ
イ
ト
の
よ
う
で
交
渉

も
で
き
な
い
。
（
60
代
男
性
）

A
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
よ

う
と
し
て
検
索
サ
イ
ト
で
大
会
名
を
入

力
し
て
検
索
す
る
と
上
部
に
広
告
と
し

て
海
外
の
チ
ケ
ッ
ト
転
売
仲
介
サ
イ
ト

等
の
非
公
式
な
販
売
サ
イ
ト
が
表
示
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

サ
イ
ト
を
公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト

と
勘
違
い
し
て
チ
ケ
ッ
ト
を
注
文
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。
非
公

式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
で
扱
わ
れ
て

い
る
チ
ケ
ッ
ト
の
代
金
は
公
式
販
売
サ

イ
ト
で
販
売
し
て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
の
代

金
よ
り
高
額
な
場
合
が
あ
り
、
チ
ケ
ッ

ト
代
金
の
他
に
手
数
料
な
ど
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
す
る
際
に
は
ア
ク
セ
ス
中
の
サ
イ

ト
が
公
式
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
海
外
の
転
売
仲
介
サ
イ
ト
で
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
際
は
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
て
も
キ
ャ
ン
セ
ル
の
条
件
や
返
金

の
保
証
等
に
つ
い
て
交
渉
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
ト
ラ

ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
来
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
、
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
を
希
望
す

る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
際
は
ア
ク
セ
ス
し
た
サ
イ
ト
が
公
式

サ
イ
ト
で
あ
る
か
確
認
し
て
か
ら
購
入

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ケ
ッ
ト
は
公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
！

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

　
　
　

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総
合
庁

舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
0
7
5
･
2
5
7
･
9
0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
傲慢と善良 辻村　深月
傑作はまだ 瀬尾　まいこ
噺のまくら 三遊亭　圓生

児童書
名探偵 テスとミナ パーラ・ハリソン
長浜高校水族館部！ 令丈　ヒロ子
３９階だてのツリーハウス アンディ・グリフィス

和　　束

一般書
秘密をもてないわたし ペニー・ジョエルソン
隠居すごろく 西條　奈加
レフトハンド・ブラザーフッド 知念　実希人

児童書
鹿の王 水底の橋 上橋　菜穂子
うめじいのたんじょうび かがくい　ひろし
そらまめくんとおまめのなかま なかや　みわ

南山城村

一般書
育てて楽しむ レモン栽培・利用加工 大坪　孝之
白いジオラマ 堂場　瞬一
信長の原理 垣根　涼介

児童書
ＩＱパズル 雅　孝司
ノラネコぐんだん おばけのやま 工藤　ノリコ
なめとこ山の熊 宮沢　賢治

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★ Pick UP ★
「育てて楽しむ

レモン栽培・利用加工」
大坪　孝之 / 著

　レモンの価値と魅力を解説
し、その素顔・特性・品種・栽
培法・利用加工のヒント・主
産地の取り組みの一端など
が紹介されています。

☆おはなし会『あめ大すき』
　日　時　6月16日（日）
　　　　　午後2時～3時30分
　場　所　南山城村図書室（JA２階）

内　容　絵本の読みきかせ
　　　　工作など

☆『たかっちゃんの紙芝居』
　日　時　6月30日（日）
　　　　　午後2時から
　場　所　やまなみホール 屋上
　（雨天の場合はやまなみホール エントランス）
　内　容　紙芝居

☆『おはなし会』のご案内
　幼児・小学生を対象に、南山城村おはなしサークル“ぐりぐら”のメンバーにより、簡単
な工作と読み聞かせを開きます。

　日　時　6月30日（日）午前10時～11時30分
　場　所　和束町体験交流センター1階ホール 対　象　幼児・小学生（定員20人）
　申込み　和束町体験交流センター図書室（☎0774・78・4013）

☆『本のPOP（ポップ）』を募集します
　あなたのおすすめの本をPOPにして紹介してください。応募いただいたPOPは随時図
書室に掲示します。数の制限はありません。たくさんのご応募をお待ちしております。

　【募集対象】どなたでも　　【提 出 先】和束町体験交流センター図書室
　【様　　式】A5以下のサイズか、図書室で配布する用紙で自由に創作してください。
　【募集期間】6月1日（土）から9月29日（日）まで ※詳しくは教育委員会などで配布しているチラシをご覧ください

南山城村図書室より 和束町体験交流センター図書室より



ベストショットまち＊むら 和束町

　５月２日（木）、４日（土）～６日（月）の４日
間、和束町内で今年度の全国・関西・京都府茶品評
会に出品するためのお茶の手摘みがおこなわれまし
た。早朝からの作業にもかかわらず、た＜さんの摘
み子さんにご協力いただき、無事製造まで終えるこ
とができました。
　毎年開かれている関西茶品評会ですが、今年は京
都府城陽市で開かれるということで、各茶農家さん
には例年以上に力の入った茶園づくりをしていただ
いたため、大きな期待が寄せられます。
　最後になりましたが、手摘みにご協力いただきま
した方々に厚くお礼申しあげます。

～和束茶で農林水産大臣賞を～

印刷所　タケダ印刷株式会社
　　　　〒619-0115 京都府城陽市観音堂甲畑63　TEL：0774-53-3643  FAX：0774-55-2754

燃えるごみ　　 の出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）
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☎
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人口・世帯数
（令和元年５月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

☎0774-78-3001
FAX0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

☎0743-93-0101
FAX0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

☎0743-95-2301
FAX0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,931人　
世帯数 1,710世帯

（減6）
（増1）

人　口 1,314人　
世帯数   640世帯

（増2）
（増1）

人　口 2,722人　
世帯数 1,238世帯

（減5）
（減1）

出せるもの（一例）
生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ

出す時の注意
◎ 生ごみの約６割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原因になります。
　十分に水切りをして出してください。
◎ 食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎ 紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。
◎ 刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれて収集所に出してください。
◎ 燃えるごみの袋に入らない竹・枝・茎等は必ず１m以内に切断し紐で束ね収集所

に出してください。
◎ 紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れてください。

　生ごみの水切り、ごみの分別を
徹底していただくことで、ごみの
減量化やごみ処理費用の節約につ
ながります。ご協力をよろしくお
願いします。

燃えるごみ 生ごみ

十分に水切りしてください。

◆燃えるごみ収集日
　笠 置 町　毎週　火・金曜日
　和 束 町　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日
　　　　　 （野殿・童仙房は火曜日のみ）

紙くずクリッ
プ等は

取り除
く




